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【研 究 目 的】

　全身の栄養状態を示す指標の一つとして血清アルブミ
ンがある。血清アルブミンの低値により示される栄養不
良状態では，免疫機能が低下し，感染症にかかりやすく
なる。発展途上国における乳幼児死亡や，先進国におい
ても高齢者などの栄養障害による感染と免疫機能との関
連が明らかにされている 1）。

　口腔における細菌感染症性疾患である歯周病の病変部
では細菌に対する宿主の免疫応答として炎症性反応が起
こっている。免疫機能の低下は歯周病を進行させること
が知られている 2）。
　全身栄養状態の低下により血清アルブミンが低下する
と炎症性サイトカインなどの cell mediator の影響を受
けやすくなることが報告されており 3），それが直接歯周
病の発生・進行に関与していることが考えられる。本研
究は全身的な健康状態の指標として血清アルブミンを採
用し，歯周病との関連を経年的に評価することを目的と
した。

【研 究 方 法】

　『高齢者の口腔健康状態と全身健康状態の関係につい
ての総合的研究』において，1998 年に行われたベース
ライン調査で対象とした 70 歳高齢者 600 名のうち，
2002 年までの４年間のすべての調査（５回）に参加し，
ベースラインにおいて有歯顎者である者 304 名（男性
164 名，女性 140 名）を本研究対象とした。
　歯周組織検査を行い，アタッチメントレベル（CAL）
を１歯あたり６点について計測した。診査部位各点で前
年比３mm 以上の CAL の増加が認められた場合に歯周
病が発生 / 進行したものと定義した。一度進行が認めら
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表１　血清アルブミンと歯周病進行経験歯数の関連
非喫煙群

偏回帰係数 標準誤差 p 値 95％
信頼区間 標準偏回帰係数

血清アルブミン（g/dl） −3.54 1.46 　0.017 −6.42 −0.65 −0.16
性別 　0.77 0.88 　0.385 −0.97 　2.50 　0.06
現在歯数 　0.28 0.04 <0.001 　0.19 　0.36 　0.43
CAL 最大値 　0.60 0.17 　0.001 　0.26 　0.93 　0.23

R2 ＝ 0.3005, p <0.001

喫煙群

偏回帰係数 標準誤差 p 値 95％
信頼区間 標準偏回帰係数

血清アルブミン（g/dl） −1.08 1.63 　0.510 −4.31 2.15 −0.05
性別 　0.91 1.57 　0.563 −2.20 4.02 　0.04
現在歯数 　0.34 0.06 <0.001 　0.23 0.45 　0.47
CAL 最大値 　0.71 0.19 <0.001 　0.34 1.08 　0.29

R2 ＝ 0.2538, p <0.001

CAL ＝ Clinical attachment level
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れた歯については次年度以降，評価対象歯から外した。
４年間で歯周病が発生 / 進行した歯の累計を歯周病進行
経験歯数として対象者ごとに算定し，歯周病の発生 / 進
行の評価基準として用いた。血清アルブミンは BCG 法
により測定した。
　歯周病進行経験歯数を従属変数，血清アルブミン濃度
を説明変数，性別，現在歯数，および LA 最大値を共変
量とする重回帰分析を行った。
　喫煙による効果修飾を評価するため，全ての検定は対
象者を喫煙群 139 名，非喫煙群 165 名に分け行った。ベー
スライン時に行った質問から一度でも喫煙の経験のある
者を喫煙群とした。

【研究結果および考察】

　重回帰分析の結果から，非喫煙群において歯周病進行
経験歯数と血清アルブミン濃度の間に有意な相関が認め
られた（標準偏回帰係数＝−0.16, p ＝ 0.017）（表１）。
一方，喫煙群において歯周病進行経験歯数と血清アルブ
ミン濃度の間に統計学的に有意な関連は認められなかっ
た（表１）。
　以上より，非喫煙群において血清アルブミンの低値で
示される全身の栄養状態の低下が歯周病の発生に関連す

ることが示唆された。

【結　　　論】

　本研究の結果から，喫煙経験のない高齢者において血
清アルブミン値の低下が歯周病発生の有力なリスクプレ
ディクターであることが示された。
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